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研
究
例
会
報
告
l
l
一
九
七
六
年
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
つ
一
)
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
地
域
の
宗
教
・
言
語
お
よ
び
教
育
の
比
較
文
化
的
研
究
」
(
六
月
二
六
日
)
研
究
例
会
報
告
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
同
じ
テ
l
マ
の
第
二
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
、
こ
の
研
究
テ
i
マ
に
関
し
て
、
研
究
員
が
専
門
の
立
場
か
ら
、
話
題
提
供
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
討
議
を
行
な
い
、
共
通
の
研
究
課
題
を
発
見
し
、
共
同
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
船
津
富
彦
研
究
員
は
、
「
詩
話
に
つ
い
て
」
報
告
し
た
。
す
な
わ
ち
中
国
の
詩
話
(
詩
に
関
す
る
随
筆
)
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
野
溝
七
生
研
究
員
は
、
「
国
語
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
」
報
告
し
た
。
わ
が
国
に
は
す
ぐ
れ
た
漢
字
文
化
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
国
語
教
育
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
平
野
歌
研
究
員
は
、
「
神
奈
川
開
港
に
伴
う
英
米
の
経
済
的
進
出
と
武
州
大
一
撲
」
に
つ
い
て
、
と
く
に
西
欧
の
思
想
の
わ
が
国
へ
の
影
響
を
中
国
の
思
想
の
日
本
的
変
容
と
関
連
守
つ
け
て
報
告
し
た
。
一
四
九
報
告
者
同
研
究
員
平
野
歌
「
神
奈
川
開
港
に
伴
う
英
米
の
経
済
的
進
出
と
武
州
大
一
一
撲
」
一
八
五
四
年
に
始
ま
る
安
政
年
聞
は
、
幕
府
の
二
世
紀
以
上
に
及
ぶ
隔
離
的
鎖
国
政
策
が
崩
壊
し
て
、
日
本
へ
の
経
済
的
進
出
を
は
か
る
欧
米
列
強
の
要
求
の
前
に
、
開
国
が
な
し
く
づ
し
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
日
本
の
社
会
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
変
動
を
、
単
に
園
内
的
な
規
模
で
の
み
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
欧
米
諸
国
が
経
済
侵
略
と
植
民
地
化
を
目
指
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
比
較
史
的
な
視
点
か
ら
、
日
本
の
開
国
と
近
代
化
を
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頃
中
国
〈
清
〉
は
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
れ
た
結
果
、
鎖
国
を
解
き
、
南
京
条
約
ιよ
り
玉
港
を
開
き
、
香
港
を
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
し
て
い
た
。
こ
の
隣
国
の
対
外
姿
勢
の
転
換
は
、
日
本
に
も
同
じ
運
命
を
予
想
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
当
初
幕
府
は
、
渡
辺
華
山
、
高
一
野
長
英
ら
進
歩
的
洋
学
者
の
開
国
論
を
蛮
社
の
獄
に
よ
っ
て
研
究
例
会
報
告
圧
殺
し
た
も
の
の
、
列
強
が
対
ア
ジ
ア
諸
国
侵
略
に
示
し
た
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
知
る
に
及
ん
で
開
国
に
傾
き
、
安
政
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
米
、
英
、
露
、
仏
、
蘭
玉
ケ
国
と
和
親
条
約
を
結
び
、
安
政
五
年
に
は
修
好
通
商
条
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
安
政
不
平
等
条
約
に
も
と
守
つ
い
て
、
神
奈
川
、
長
崎
、
箱
館
の
三
港
が
開
か
れ
、
対
五
ヶ
国
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
の
は
翌
安
政
六
年
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
八
四
二
年
の
南
京
不
平
等
条
約
と
そ
れ
に
続
く
望
慶
条
約
、
黄
捕
条
約
に
よ
り
、
中
国
の
蒙
っ
た
諸
権
益
の
喪
失
と
国
内
産
業
の
衰
退
の
状
況
は
、
三
港
開
港
後
の
日
本
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
急
増
し
た
イ
ギ
リ
ス
綿
布
の
輸
入
が
、
広
東
産
南
京
木
綿
や
長
江
流
域
の
綿
製
品
を
圧
迫
し
、
多
数
の
製
糸
工
、
織
工
を
失
業
さ
せ
、
茶
や
絹
や
綿
製
品
の
品
質
低
下
と
農
民
の
貧
困
化
を
招
い
た
よ
う
に
、
日
本
で
も
神
奈
川
開
港
後
生
糸
と
蚕
印
紙
と
茶
が
輸
出
の
花
形
と
な
る
に
及
ん
で
、
ま
だ
近
代
的
自
立
に
ほ
ど
遠
い
国
内
経
済
は
、
巨
大
な
外
国
資
本
の
進
出
に
翻
弄
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
輸
出
用
優
良
原
糸
の
買
占
め
は
、
た
ち
ま
ち
原
糸
不
足
を
も
た
ら
し
、
各
地
の
絹
織
物
産
業
は
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
京
都
の
西
陣
で
は
千
名
の
、
桐
生
で
も
千
五
百
名
の
織
工
が
失
業
し
、
た
め
に
生
糸
商
の
家
が
打
ち
こ
わ
し
に
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
一
方
安
く
良
質
な
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
、
綿
織
物
の
輸
入
は
、
栃
木
の
真
岡
木
綿
を
は
じ
め
、
各
地
の
綿
織
物
産
業
を
大
き
く
圧
迫
し
、
そ
の
あ
る
も
の
を
没
落
さ
せ
た
。
神
奈
川
開
港
の
年
の
春
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
従
来
百
斤
九
五
両
平
均
だ
っ
た
生
糸
が
二
百
九
O
両
に
値
上
り
し
た
事
実
が
、
市
場
変
動
の
す
ざ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
内
経
済
の
混
乱
は
、
富
豪
に
よ
る
米
の
買
占
め
に
よ
り
一
層
深
刻
化
し
た
。
米
価
の
騰
貴
は
農
民
や
職
人
の
生
活
を
お
び
や
か
し
、
民
心
は
極
度
な
不
安
に
お
ち
い
っ
た
。
農
民
に
よ
る
打
ち
こ
わ
し
と
一
撲
は
全
国
的
に
激
化
し
、
慶
応
二
年
に
は
そ
の
頂
点
に
達
す
る
。
こ
の
年
の
六
月
起
っ
た
武
州
大
一
五
三
研
究
例
会
報
告
一
五
四
'
一
授
は
、
参
加
者
十
万
と
も
二
十
万
と
も
云
わ
れ
バ
近
世
最
大
規
模
、
の
農
民
暴
動
で
あ
っ
た
が
、
屈
辱
的
開
港
を
米
価
暴
騰
の
元
凶
と
見
る
点
で
育
当
時
の
経
済
構
造
め
脆
弱
さ
と
幕
府
の
内
外
政
策
の
無
能
を
農
民
の
側
か
ら
鋭
く
指
弾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ι，
彼
ら
が
「
平
均
世
直
将
軍
」
の
の
ぼ
り
ゃ
党
天
戦
旗
を
押
し
た
て
て
、
¥
生
糸
貿
易
商
u
を
γ
中
心
に
三
百
軒
を
越
え
る
♂
打
ち
こ
わ
し
を
行
っ
た
状
況
は
、
↑
八
四
九
4
年
に
広
西
省
の
飢
民
た
ち
が
、
秘
密
結
社
「
天
地
会
」
J
の
指
導
下
比
、
一
「
天
一
に
代
っ
て
道
を
行
う
」
と
い
う
旗
印
を
か
か
げ
て
地
主
7
豪
商
の
家
を
襲
い
グ
か
れ
ら
の
傭
兵
ー
と
戦
っ
た
さ
ま
に
類
似
し
て
い
る
。
武
州
大
一
撲
の
農
民
た
ち
を
鎮
圧
し
た
の
も
幕
府
や
藩
兵
で
泣
な
が
勺
た
。
江
川
太
郎
左
衛
門
が
海
防
の
た
め
に
幕
府
民
進
言
し
ー
で
創
設
さ
れ
た
富
農
、
中
農
よ
り
な
る
農
兵
隊
の
う
ち
市
八
王
子
、
日
野
、
五
日
市
?
回
無
の
諸
隊
の
初
仕
事
は
、
皮
肉
に
も
貧
農
の
世
直
し
を
阻
止
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
と
日
本
と
は
、
殆
ど
同
時
期
に
外
圧
に
よ
り
鎖
国
政
策
を
放
棄
し
、
そ
の
た
め
類
似
し
た
経
済
的
混
乱
を
招
き
な
が
ら
、
爾
後
の
近
代
化
に
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
日
本
が
明
治
維
新
に
よ
り
天
皇
親
政
を
実
現
し
、
下
か
ら
の
革
命
を
阻
止
し
て
国
民
国
家
の
独
立
に
成
功
し
、
自
己
改
革
に
い
よ
り
遊
代
化
を
達
成
し
た
の
に
対
し
、
;
中
国
は
財
政
の
破
綻
と
行
政
の
腐
敗
に
よ
り
、
欧
米
諸
国
ヘ
の
従
属
を
強
め
近
代
化
に
立
ち
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
「
宮
座
と
そ
の
周
辺
」
(
一
月
十
八
日
)
研
究
員
高
橋
統
宮
座
の
構
造
が
年
令
階
梯
と
「
家
」
の
複
合
か
ら
な
り
、
年
令
階
梯
制
(
と
り
わ
け
長
老
制
)
株
座
お
よ
び
村
座
(
本
分
家
の
系
譜
関
係
と
村
落
内
の
身
分
階
層
日
家
格
告。
-
さ
ら
に
当
屋
制
や
双
分
組
織
と
い
っ
た
機
能
と
の
関
連
で
、
宮
座
は
多
様
な
諸
形
態
を
示
し
て
い
る
。
私
は
す
で
に
こ
れ
を
実
地
調
査
と
記
録
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
諸
類
型
に
分
け
、
類
型
間
の
変
化
過
程
を
明
か
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
と
村
落
構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
考
察
が
す
す
ま
ず
、
目
下
そ
れ
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ι
日
本
村
落
社
会
の
構
造
論
に
お
い
て
宮
座
制
村
落
が
如
何
な
る
位
置
づ
け
を
も
つ
か
は
後
日
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
宮
座
を
祭
記
長
老
制
と
規
定
す
る
私
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
少
く
と
も
同
族
型
で
な
く
、
社
会
入
類
学
H
民
族
学
で
云
う
と
こ
ろ
の
年
令
階
梯
制
型
村
落
の
理
念
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
宮
座
に
類
似
の
構
造
機
能
を
も
っ
村
落
自
治
組
織
と
し
て
、
私
は
早
く
か
ら
東
北
地
方
南
部
を
中
心
に
分
布
す
る
契
約
講
に
注
目
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
中
断
の
後
、
昨
年
か
ら
宮
座
と
併
行
的
に
調
査
研
究
を
始
め
た
。
官
座
と
契
約
講
は
そ
の
分
布
や
機
能
面
で
差
異
が
あ
る
か
ら
!
l前
者
は
西
日
本
で
祭
把
面
・
後
者
は
東
北
で
祭
間
よ
り
は
村
政
面
l
i
l安
易
な
類
比
は
許
さ
れ
ぬ
が
、
そ
の
構
造
機
能
の
諸
原
理
に
は
相
通
ず
る
点
が
多
々
あ
り
、
村
落
構
造
論
的
に
も
比
較
考
察
の
価
値
が
充
分
に
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
研
究
例
会
報
告
る
。
か
か
る
視
点
か
ら
す
る
と
、
従
来
の
農
村
社
会
学
の
村
落
構
造
論
は
も
と
よ
り
、
近
年
の
社
会
人
類
学
H
民
族
学
や
民
俗
学
の
諸
説
に
は
、
い
ず
れ
も
不
満
が
あ
る
。
当
面
は
、
そ
れ
ら
を
批
判
す
る
の
み
で
、
私
自
身
の
見
解
を
示
す
に
は
至
ら
ぬ
が
、
今
後
の
調
査
研
究
の
累
積
で
、
何
ら
か
の
も
の
が
析
出
で
き
る
と
思
う
。
な
お
、
宮
座
や
契
約
講
を
近
隣
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
類
似
の
も
の
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
も
当
然
必
要
で
、
差
当
つ
て
は
契
約
講
と
韓
国
の
契
(
と
く
に
洞
契
)
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
契
に
つ
い
て
は
最
近
、
何
人
か
の
若
い
人
類
学
者
が
調
査
結
果
を
逐
次
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
み
る
と
、
契
約
講
と
の
共
通
点
が
い
ろ
い
ろ
見
う
け
ら
れ
、
比
較
考
察
の
必
要
性
が
一
層
深
ま
っ
て
い
る
の
を
痛
感
す
る
。
「
宗
教
的
行
の
催
眠
心
理
学
的
比
較
考
察
」
(
三
月
十
二
日
)
研
究
員
，恩
田
三t/
雫ジ
発
表
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
宗
教
的
行
と
は
、
宗
教
的
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
宗
教
経
験
を
う
る
た
め
に
、
心
身
の
訓
練
を
し
、
心
を
き
た
え
る
行
動
の
体
系
を
い
う
。
こ
の
宗
教
経
験
は
催
眠
の
心
理
学
的
研
究
に
よ
る
と
、
催
眠
状
態
、
催
眠
性
ト
ラ
ン
ス
と
よ
ば
れ
る
特
殊
な
意
識
状
態
ま
た
は
変
性
意
識
状
態
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
宗
教
的
行
に
お
け
る
催
眠
的
要
因
を
引
き
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
川
注
意
集
中
こ
れ
は
禅
の
公
案
へ
の
注
意
集
中
、
念
仏
、
題
目
、
ヨ
!
ガ
の
マ
ン
卜
ラ
へ
の
注
意
集
中
、
阿
宇
観
、
ま
た
経
典
の
読
語
、
木
魚
、
鐘
の
音
な
ど
へ
の
注
意
集
中
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
間
反
復
練
習
A
宗
教
的
行
で
は
、
単
純
な
行
動
を
繰
り
返
す
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
種
の
催
眠
性
ト
ラ
ン
ス
に
似
た
現
象
が
生
ず
る
。
同
禅
定
(
膜
想
)
禅
定
は
、
注
意
を
一
つ
の
事
物
に
と
ど
一
五
五
研
究
例
会
報
告
め
な
い
心
の
状
態
で
あ
る
。
禅
定
で
は
、
自
律
訓
練
法
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
律
性
解
法
す
な
わ
ち
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
す
る
現
象
が
生
ず
る
芹
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
精
神
分
析
、
森
田
療
法
、
内
観
療
法
に
も
一
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
凶
心
身
の
弛
'
緩
同
暗
示
附
環
境
か
ら
の
離
脱
間
緊
張
解
放
な
ど
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
五
六
第
八
回
催
眠
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
「
宗
教
に
お
け
る
儀
式
と
行
」
へ
の
参
加
報
告
所
長
恩
田
彰
昭
和
五
一
年
十
一
月
二
O
日
か
ら
十
一
月
二
二
日
の
三
日
間
に
わ
た
る
九
州
大
学
教
育
学
部
教
育
心
理
学
研
究
室
主
催
の
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
に
参
加
L
、
報
告
を
行
な
っ
た
。
全
部
で
十
'
の
報
告
が
あ
一
。
た
が
1
印
象
の
深
か
っ
た
四
つ
の
報
告
に
つ
い
て
述
べ
る
。
桜
井
徳
太
郎
氏
は
「
わ
が
国
民
族
宗
教
に
お
け
る
信
仰
と
行
事
l
シ
ヤ
l
マ
ニ
ズ
ム
の
イ
ニ
一
シ
エ
イ
シ
ヨ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
を
中
心
に
!
」
で
、
イ
リ
ア
!
デ
は
シ
ヤ
l
マ
ン
は
脱
魂
ハ
2
2
2
5
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
シ
ヤ
i
マ
ン
は
ほ
と
ん
ど
患
者
車
二
宮
ω
ω
g
ω
古
口
)
型
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
波
平
恵
美
子
氏
は
「
壱
岐
に
お
け
る
祭
り
の
構
造
」
で
、
聖
母
神
社
の
祭
礼
が
、
農
村
部
と
漁
村
部
の
村
人
の
競
争
と
協
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
過
程
を
報
告
し
た
。
吉
田
禎
吾
氏
は
「
愚
依
・
儀
礼
e
世
界
観
」
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
リ
島
に
お
け
る
シ
ヤ
l
マ
ン
の
態
依
と
儀
礼
と
世
界
観
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
の
報
告
を
し
た
。
ま
た
芳
賀
日
出
男
氏
は
「
わ
が
国
の
ま
つ
り
と
民
衆
」
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
報
告
を
し
た
。
恩
田
は
「
宗
教
的
行
に
お
け
る
催
眠
的
要
素
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
